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1．はじめに

　これまで 3年間 （1gretam年）の   PR データを用い

イ ン ドネシ ア ・ス マ トラ島における陸域か ら沿岸域 沖合域

に至る降水日周期の地理驢 異を示すと共tζ 海岸線を［P・L・

として降水ピークが 日周騰 を移重むナる現象壱こ関し

て局地循環との 関係を考察してきた（恥ri　et　al．2003）．陸

域と強い コ ン トラス トを示しながら現騰 llデ
ー

タカ沙 な

い ス マ トラ島沖合の東イ ン ド洋且 こ減 ・て ， 海黼 研究船

みらい   毎番号  髄D3）に乗船しレーウィンゾンデ ドッ

プラ
ーレーダL

， 雨瀦 に よる対黼 目変ft　ib一よび降水

シ ス テム の観測を行っ たの で，その初期結果を報告する．

2．乗船観瀲 D棚要

　図 1に 陬 03噸03の航跡とレーウィ ンゾンヴ襯漫弛 点を示

す：観淇1嫻 ま  年 7月C9−18日の 10日間で 3−6 時間

毎の ゾン デ数球および レ
ーダー他の遶輔鼬員りを行っ た 観測

はほほ凍経90度絲に沿っ て行わ扎たが，
7．月12 日（L5S 　gCE）

および 15H （SS，95E）には各々 約 2 日間囎 1攤間を得

るこ とがで きた 観測賜司中には嬲 q分平均値）

が 10q皿 塩 を越す活発な降水シ ス テ ムが 3回 a月 10， 12
，

15日），
レずれも｝渕i師時刻 tzgT）に船上を通過した
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図 1 み らい MRO3−KO3の 航跡 （
一
部）と レーウィ ン ゾ ン デ

　 観 測地 点．001−0054の 数字は ゾンデ観測番号を示 す．

期間平均した レーウィン ゾンデ観測デ
L

タの
一
部を図2に

示弓「．1StT付近を境とした東西風系の変1匕 24LT付近を中

心とした下層における相当温陲の増加など 陸戚と比較ずる

と振輻は小さい ものの 明嚇な日変化を見るこ とができる．

　3回観i則された降水シス テ ム の うち，最も激しい降水をも

たらした 7月 15日の 例にづ い て，船上観測データ時系列 （図

3）を示 qr．降水ピークの 樛融匐輛前に著しい 虱司シ フ
ト
ト 鯤

一：NFIE）， 鋳量・麟 ・纐 氏「F，疑 変if匕（下灘

始後上昇）が現れてい る．CAIP工および讎 画像 幗略）か

らはライン状に形威された40（BZ以上の反射強窒を持づ 背の

高い 対流性セル と，5  付近にブライ トバ ン ドを持っ 広い層

騰 或 両卻 冲 間に驪 を認めるこ とができた

　　
Tlme （LD

一 言し
　図 2 観測期間（7 月 （P−18 日》平均 か らの 東西風 （上）お よび

　　相当温位〈下）の 日変化偏差 　　　　　　　　，

　シス テ ム に相対的な ドップラ
ー速度場か らは 1中下層にお

けるシ ス テム後面か ら対流セル へ の流入 上層における対流

セル 領馘からewgscfiNsskonliの様禰 艱れてい た

3．まとめと今後の課題

　10日間とい う限られた翻潰鰤 まあるが ，夏季モ ン ス
ー

ン期における東イン ｝瞠 h（嘯 括動を捉える事ができた

観測された降水シ ス テ ムは振輻の小さな日変化の中に埋め

込まれており，
24LT付近に発達の ピー

クを持つ ス コ ー
ル ライ

ン的な構造を有してい た 今衡瀟 襯 llデー
タも

加え ス マ トラ島と東イン ド洋における対流活動蹴 両

者を結鑼 こ焦点を当てた解析を進める予定である．
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　図 32003 年 7月 15 日 （5S，　95E）に おける船上観測時系列

　　デ
ー

タ．横軸は時間 （LT） を示す，
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